
＼学芸員による講演会／  

 

～ 
３／４ 
（月） 

むかしの道具を知ってる会七つ道具っず「むかしの家に置いてみよう」 

むかしの遊びコーナー 

紙風船の販売 

３F 企画展示室 

 

←３F ロビー 

←２F ホール 

←受付カウンター 

３ 
（土） 

  寒の味噌づくりを見てみよう 

※試食や持ち帰りはできません。 

２F ホール 

13:30～15:00 

渡辺百代 当館職員 

５ 
（月） 

マンデートーク 35 ギャラリートーク「＃むかしの道具を知ってる会」③ 

おひとりさまの温もり 
足元を温める湯たんぽ。「湯婆」(たんぽ)とは中国語で、「婆」は妻を意味します。 
ゆえに、名称の由来は“妻のように抱いて寝る湯入れ”という解釈があります。中国
や朝鮮半島では夏用に「竹夫人」という竹籠もあり、夏に抱いて寝ると涼しいそうで
す。どちらも一人用で、人恋しさがつのったゆえの名称でしょうか。夏仕様の日本家
屋で暖をとる工夫を考えます。 

 

３F 企画展示室 

13:15～13:35 

幡鎌真理 学芸員 

１０ 
（土） 

     ワークショップ「わらの亀づくり」 

定員：10名(事前申込み制）／参加費：600円(入館料・資料代・保険代含む) 
＜申込み方法＞ メール san-info@sta.tenri-u.ac.jp  FAX 0743-63-7721 

 受付カウンターにて直接申込み いずれかで 
＜申込み内容＞「わらの亀づくり」「2月 10日」「氏名・ふりがな」「住所」「電話番号」 

B1F 研修室 

13:30～15:30 

講師 

佐々木久育 

(元当館学芸員） 

１７ 
（土） 

♪参考館メロディユー♪  トロンボーンアンサンブル 

出演 天理教音楽研究会 

エントランスホール 

12:10～12:50 

【無料】 

１９ 
（月） 

マンデートーク 36 ギャラリートーク「＃むかしの道具を知ってる会」④ 

木の恵みがはぐくむ道具 
温帯モンスーン気候に属する日本は森林資源が豊かで、国土の森林率が 7 割とフィン
ランドやスウェーデンに並びます。そのため、住まいをはじめ、身近な道具を木で作
ることが多かったのです。近代になって生まれた冷蔵庫まで木製でした（冷やす素材
は別）。温度と湿度を絶妙に勘案した先人の知恵を考えます。 

 

３F 企画展示室 

13:15～13:35 

幡鎌真理 学芸員 

２２ 
（木） 

   梅谷昭範 学芸員
 

2024年は辰年です。東洋において辰と結び付けられる「龍」は、十二支の中で唯一、想像上の
生き物です。一方、西洋には龍に相当するものとして「ドラゴン」が存在し、こちらも実在しない伝説
上の怪物です。本講演では龍とドラゴンの起源を辿り、それぞれのイメージや造形がどのようなか
たちで人々に受容され、消費されてきたのかという観点から様々な道具や装飾を紹介し、東西の
文化を比較してみようと思います。 

地下 1F研修室 

13:30～15:00 

(13:00 開場) 

【定員 100名】 

要入館券 

２６ 
（月） 

マンデートーク 37 ギャラリートーク「＃むかしの道具を知ってる会」⑤ 

『舌切り雀』のおばあさんの言い分 
 庶民は所有するモノが少ないため、むかしは収納具をあまり必要としませんでした。
さて、『舌切り雀』では何におみやげを入れて持ち帰りましたか？葛籠(つづら)？行李
(こうり)？櫃(ひつ)？長持(ながもち)？形態はいずれも「箱」で、「箱」は本来大切な
モノ、人に見せてはならないモノをしまっておくものです。おばあさんの選択は…。 

 

３F 企画展示室 

13:15～13:35 

幡鎌真理 学芸員 

 休館 ６（火）、１３（火）、２０（火）、２７（火） 

企画展イベント 

企画展イベント 

企画展イベント 

企画展イベント 

企画展イベント 

企画展イベント 


